
はじめに 

 

 本書は、私がウェッブサイト上の「小閑雑感」欄に書いている小文のうち、2005 年３月

14 日から６月 30 日までの分をまとめたものである。このインターネット上の小欄は、2001

年から始まったが、いろいろな事情から 2002 年８月末で一度中断した。それを２年半ぶり

に復活させたものを３ヵ月半分集めて１冊の本としたのである。 

  

 2003 年１月に出版された前著『小閑雑感 Part 3』の「はじめに」で、私は「本書が『小

閑雑感』シリーズの最後の巻となるはずである」と書いたが、この予測を自分自身で裏切

ってしまった。当時、短篇小説を書き継いでいて、それに忙殺されていただけでなく、長

編小説の構想も浮かんでいたので上記の弁となったのだが、その後短篇小説も単行本化さ

れ、長編小説の雑誌での連載も終ったことで状況が変化した。また、インターネットを使

った短文の執筆には、本や雑誌による文章の発表の及ばない「即時性」があるだけでなく、

執筆者と読者間のやりとりが可能な「双方向性」もある。パソコンの急速な普及により、

そういう新しい関係を求める読者の数も増えていることが私には感じられた。 

 

 最初は恐る恐る再開したが、やがて腹を括った。いったん走り始めたら、中途でやめら

れないマラソンのようだと覚悟した。書き出して気がついてみたら、すでに本１冊分を超

える量になっていた。前著の『Part 3』は８ヵ月分 50 篇が１冊に入っているが、今回は３

ヵ月半で 94 篇となった。それだけ頻繁に書いたことになる。それができた理由は主として

２つある。一つは、「ブログ」と呼ばれる効率のよい文章作成方式が利用できたからで、も

う一つは、絵や写真を減らして文主体にしたからだ。『Part 3』までは、文章を書いたあと

でホームページ作成用のソフトウエアを使って編集作業を行い、その後に私のサイトに文

と絵を登録するという３段階の作業が必要だったが、ブログでは、文章さえ書ければすぐ

に登録作業に移れる。こうして１段階を省略したうえ、絵や写真を必ずしも文章に入れな

いという方針に切り替えたため、作業時間の大幅な短縮となり、サイトへのほぼ毎日の掲

載が可能となったのである。しかし、ほかの仕事が増えてきているため、今後もこのよう

なペースで本欄が継続できるかどうかは分からない。 

 

「ブログ」とは、英語の「Web log」から来ていて、「インターネット上の日記」というほ

どの意味である。しかし私の場合、ここに書いていることの大部分はいわゆる「日記」で

はない。ブログができる前から書いていた「小閑雑感」の路線を踏襲して、日々接する様々

な情報の中から、私の心にひっかかるものを取り上げ、私の立場や信条から考えをめぐら

せて書いた“短篇随想集”のようなものである。ほぼ毎日書いているから、これを読めば

私が普段何を考えているか分かるだろう。巻末に付した「ジャンル別索引」を見ていただ

けば、私が関心のある分野は一目瞭然である。 



 

 本書でカバーした３ヵ月半で、それらの分野で何が起こったかを概観しよう。 

 

 哲学・宗教の分野では、ローマ・カトリック教会の法王選挙と新法王の誕生が話題にな

った。また、生長の家が初めて国際宗教学宗教史会議世界大会に参加して、独自の発表を

行った。その内容について本欄では触れていないが、その代わり、イスラム過激派に対す

る他の宗教関係者の反応について、国際舞台での雰囲気を伝えている。別に分類されてい

る「内外一如の話」(６月 11 日)は、国際政治の分野に入れた「戦争の原因は“迷妄”なり」

(４月２日)と「“悪魔化”は戦争への道」(６月２日)などとともに「宗教」の分野に入れて、

「唯心所現」の原理の実証例として扱ってもよかったが、直接には宗教と関係していない

し、煩雑になるので入れなかった。しかし、そのような視点から読んでいただくと、また

趣が違ってくるかもしれない。 

 

 地球環境とエネルギー問題では、中国やインドなどの経済発展に伴い原油価格の高騰が

起こったことが見逃せない。これにより、燃費の悪いＳＵＶ(多目的スポーツ車)の売り上

げが減り、大型車を売り上げの中心に据えてきたＧＭやフォードなどの米自動車会社が困

難に直面した。代替エネルギーとしては、燃やしても温室効果を起こしにくいバイオエタ

ノールなどのバイオマス燃料が注目されだした。原油が高騰しガソリンや灯油の恒常的な

高値が続けば、現在コスト高であるこの種の燃料も、相対的に利用価値が出てくるからだ。 

  

 遺伝子・生命倫理の分野では、米カリフォルニア州のサンフランシスコ市に、ＥＳ細胞

を使う州立の研究機関が設立されることが決まり、ブッシュ政権の反対にもかかわらず、

この地が米国でのＥＳ細胞研究の中心地になる可能性が強まった(５月７日「カリフォルニ

アよ、どこへ行く？」)。これに対して反対派の人々の活動も盛んで、自ら受精卵を“養子”

に迎えて子をもうける活動を行っているキリスト教保守派の人々を紹介している(６月３

日「受精卵と養子縁組」)。 

  

 国際政治の分野では、核開発を進める北朝鮮との問題について、５月末から６月の初め

にかけて文章を何回も書いた。アメリカとの関係が危うくなりかけていると感じたからだ。

何ごとも起こらなかったのは幸いだった。国連改革との関連で日本の常任理事国入りが話

題になったが、この時期は楽観的な予測が流れたものの、この後、小泉首相の靖国神社参

拝もあって、状況は振り出しにもどった形だ。 

  

 今回も、動植物のことについて多く書いている。季節の移り変りとともに、目に触れ、

耳にし、あるいは口にする自然界の動植物が移っていくことに趣を感じるのは、人間とし

て当然のことだろう。そんなわけで、鳥のことや、クマや虫のこと、木の実のことを気に



して書いている。また、絵に描いて残したいとの欲求に駆られる。今回は「キノコを彫る」

(６月７日)ところまで行ってしまった。が、キノコは厳密に言うと動物でも植物でもない

ので、その文章は別の分類に入れてある。また、拙い俳句など添えてみたが、横書きでは

違和感があるだろうか？ 

 

 文化・芸術の分野では、作家の島田雅彦氏の文章に触発されて、３回にわたって一種の

芸術論を展開させようとしている。だが、「芸術は自然の模倣？」と題するこのシリーズは

この後も継続しているから、結論部分は本書には含まれてないことを予めご承知おきいた

だきたい。また、「旅行・地域」の分野に触れれば、今回は「横浜」について個人的な思い

出を３回にわたって書いている。そのほか、生長の家の講習会で行った天童や釧路につい

ても触れた。 

 

 最後になるが、本書が日の目を見ることできたのは、私のウェッブサイトを訪問してく

ださる方々の激励のおかげである。「小閑雑感」をブログの形式に移行してから、サイトへ

の訪問者数が正確に分かるようになったが、それによると、今日までのこの欄へ訪問者は

１日平均 293 人である。また、世界聖典普及協会の企画宣伝部の方々には、本書のデザイ

ン、編集面で大変お世話になった。双方の方々に、この場を借りて厚く感謝申し上げます。 

  

 2005 年 11 月 18 日 

                              谷口 雅宣 拝 
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